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晩云議⑬壓 

～ 崗垳宀 ～ 
 

1995定1埖17晩，汚垂⑮掴何、記揃戯窟伏阻戦

箆寳雫7.3雫，射村寳業葎7雫議寄仇寳，夛撹6434繁

棒蘭，埃4嵐4認繁鞭彬。昜舞･記揃寄仇寳扮，貫畠

忽光仇枯欺議崗垳宀繁方雰涙念箭。貫椎肝崗垳宀議

試埔燕⑬匆撹葎阻窟⑬參朔議墻墾崗垳宀哘嗤議蓑

業議匯倖弐字，壓宸岻朔､1995定瓜各恬｢崗垳宀圷

定｣，1埖17晩崙協葎｢契墻式崗垳宀晩｣。 

耽定1埖17晩，汚垂⑮坪吉仇脅氏訟佩昜舞･記揃

寄仇寳議弖疑試強，書定頁及17曙，喇噐肇定2011定

窟伏阻叫晩云寄仇寳，咀緩､宸匯爺厚紗膿阻繁断斤

契墻才崗垳宀嶷勣來議房深。 

欺肇定定挑葎峭，叫晩云寄仇寳嶄慌柴嗤崗垳宀

89嵐5認繁試強壓鞭墻仇曝。仇寳厮将狛肇匯定，寳

朔議嶷秀垢恬匆壓蛸蛸容序，參朔挽隼俶勣厚謹議崗

垳宀議薦楚｡ 

 

日本のいま 

～ ボランティア ～ 
 

 1995年1月17日、マグニチュード7.3、兵庫県南部や

淡路島で震度7を記録した大地震が起き、6,434人が死

亡、約4万4千人が負傷しました。この阪神・淡路大震

災の時、かつてないほど多くのボランティアが全国か

ら駆けつけました。その活躍はその後の災害ボランテ

ィアの在り方を見出すきっかけにもなり、そのような

ことから1995年は「ボランティア元年」と呼ばれ、1

月17日は「防災とボランティアの日」に制定されてい

ます。 

 兵庫県内などでは毎年1月17日に阪神・淡路大震災の

追悼行事が行われますが、17回目となった今年は、昨

年2011年に東日本大震災があったことから、防災とボ

ランティアの重要性について更に想いを強くする日と

なりました。 

 東日本大震災では昨年末までに延べ89万5千人のボ

ランティアが被災地で活動したそうです。地震から1

年が経ち、復興への取組みは少しずつ進んでいますが、

これから先も多くのボランティアの手が必要です。 

 

晩云議賑℡ 

～ 『兜敢及匯肝肯栖議膿掴欠』『宜敢混』

『絶音狛敢蛍，犯音狛拍蛍』 ～ 
 

〇｢兜敢及匯肝肯栖議膿掴欠｣ 

耽定屈埖羨敢欺眉埖敢蛍岻寂，貫喬爺欺敢爺湿

准延算議扮昨，及匯肝肯議熟哲熟膿議掴欠瓜各恬

｢敢匯桑｣。貫宸倖簡議荊律嶄､嗤御岑敢爺欺栖宸嶽

梁悲侘℡。音狛喇噐熟膿議掴欠，賑梁貧幅哈軟議僣

蛮晒･僣雲，哲腎賑議送秘侭揮栖議寄嚏吉将械窟

伏，勣哈軟廣吭。 

〇｢宜敢混｣ 

賑梁蝕兵指幅議壼敢，喇噐栖徭寄遜議混送參式

卞強來互賑儿擬崑議週梁吉，爺賑壅匯肝延絶瓜各恬

｢宜敢混｣。音叙頁表戦,峠圻仇曝匆辛嬬週僣,艶兆嗽

出恂｢壼敢混送｣。 

〇｢絶音狛敢蛍,犯音狛拍蛍｣ 

｢喬混欺敢蛍，拍析拶欺拍蛍扮嗤侭産才，延誼

否叟般鞭阻｣宸鞘降喘囂傍誼祥頁宸倖吭房。恬葎刪

囂，匆嬬盾瞥撹｢涙胎頁奕劔取仭是佃議並，悳嗤匯

爺氏狛肇議。宸鞘刪囂匆吏吏喘噐燕器釈隔般鞭欺

久､畳音慧虹議三，祥嬬盾畳｣宸倖吭房議魁栽。 

 

日本の気象 

～ 『春一番』『寒の戻り』 

『暑さ寒さも彼岸まで』 ～ 
 

○春一番 

 例年2月の立春から3月の春分の間、冬から春へ移り

変わる時季に、初めて吹く暖かく強い南寄りの風を「春

一番」と呼びます。その言葉の響きからは春の訪れを

告げる優しいイメージがありますが、強い南風や気温

上昇による融雪・なだれ、暖気の流入による大雨をも

たらすことも多いので注意が必要です。 

○寒の戻り 

 気温が上がりはじめた春先に、大陸からの寒波や移

動性高気圧による冷込みなどによって、再び寒くなる

ことを「寒の戻り」といいます。山間部だけでなく平

野部でも雪が降ることがあり、別名「早春
そうしゅん

寒波
か ん ぱ

」とも

言われます。 

○暑さ寒さも彼岸まで 

 「冬の寒さは春の彼岸まで、夏の暑さは秋の彼岸ま

でには和らぎ、しのぎやすくなる」という意味の慣用

句ですが「どんなに辛いことや大変なことも、ある時

期を過ぎれば去っていく。それまであきらめずに耐え

れば、解決する」という意味の 諺
ことわざ

として用いられるこ

ともあります。  




